
Title 地域住民の外国人との交流・意識とその変化：群馬県大泉町を事例として：【付属資料2】単純集計結果

Citation 『調査と社会理論』・研究報告書, 22, 90-98

Issue Date 2006-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/22669

Type departmental bulletin paper

File Information 22_P90-98.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



【付属資料2】単純集計結果

大泉町民調査単純集計表

(2005年8月実施)

【注・凡例]

1.単位はすべて、「実数」が人、「構成比j が%である。

2. r合計」の代わりに「データ数」と表示されている場合、複数回答を示す。構成比は「デー

タ数」を分母にした割合である。

3. 比較可能なデータの場合、 1999年調査の結果(1999年調査の概要は第2章参照)を併記し

た

4. 1999年調査との変化を中心に、特徴的な点について簡単なコメントを付した。

|配付数=1，507 有効回収数=539 有効回収率=35.8%I 
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※「外国人とのつきあいはない」とする回答が最も多く、約4割を占めている。しかしながら、「挨拶を交

わす程度」の交流があると答えた人が約3割存在しており、 1999年の調査結果と比べると、かなり増加

している。
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※「あまり参加していない」、「まったく参加していない」という否定的な回答をした人の割合が7割を超

えている。 6年前の調査と比べても、ほとんど数字に変化は見られない。
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実数
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466 

100.0 

※いずれの調査においても、「外国人の意思にまかせる」という回答がもっとも多くなっている。

8.大泉町の変化に対する意識
とても ある程度 あまりそう まったく

合計
そう思う そう思う 思わない そう思わない

外国人との交流が進んだ
33 200 208 73 514 

6.4 38.9 40.5 14.2 100.0 

外国の文化に触れられるよ 21 159 233 95 508 

うになった 4.1 31.3 45.9 18.7 100.0 

町がにぎ、やかになった
57 205 184 59 505 

11.3 40.6 36.4 11.7 100.0 

町の知名度が上がった
143 223 91 46 503 

28.4 44.3 18.1 9.1 100.。
町のイメージが良くなった

8 49 282 163 502 

1.6 9.8 56.2 32.5 100.0 

治安が悪くなった
197 208 90 21 516 

38.2 40.3 17.4 4.1 100.0 

ゴミ捨てなど、生活のルール 207 161 117 29 514 

が乱れた 40.3 31.3 22.8 5.6 100.。
生活環境が悪くなった

116 178 190 27 511 

22.7 34目8 37.2 5.3 100.。
日本人の仕事が減った

53 126 260 69 508 

10.4 24.8 51.2 13.6 100.。
※外国人の増加による否定的な影響に関する質問に対して、「とてもそう思う」、「ある程度そう思う」と答

える割合が高くなっている。特に、治安が悪くなったと考える人が多く、その割合は約8割にのぼって

いる。
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※6年前の調査と比べて、外国人も「行政区に加入すべきだ」と考える人が増加し、過半数を占めるまで

になっている。その一方、「個人の意志に任せるべきだj、「行政区に加入する必要はない」と考える人は、

それぞれ減少している。
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※子どもの教育については、「日本の学校に通った方がよいJと考える人が減少する一方、「外国人の選択

にまかせるべき」だと考える人が増加している。とはいえ、「外国人学校に通った方がよい」と考える人

は、依然として少数のままである
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データ数

527 
100.。
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※トラブルが起きた際、「町役場」や「警察」に連絡をするという回答が、 1999年に比べて増加している。

また、行政区長に連絡するという人も多い。全般的に見て、 トラブルの際には、公的な機関に連絡をす

ると言う傾向が強まっていると言える。
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※外国人の受け入れを「もっと減らすべき」だと考えている人の割合が、 1999年調査と比べて10%近く増

えている。

データ

数
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数
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構成比

※「行政に対する要望は特にないj と答えた人の割合は、 6年前に比べ、減少している。また、「福祉・医

療サービスの充実」といった外国人に対する直接的な支援に関する要望が減る一方、「学校教育の充実」

や、「日本語や日本文化を学ぶ機会の充実」といった、外国人に対する教育に関する要望が多くなってい

る。
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※生活のさまざまな場面において、外国人と接する機会は確実に増えている。例えば、職場において、 6

年前の段階では、 44.2%の人が「職場に外国人はいなし、」と答えていたのに対し、 2005年現在、「職場に

外国人はいなしリと答えた人は25.5%にまで減少している。ただ、その交流があってもほとんどは、「あ

いさつ程度Jの関係にとどまっており、それより深い交流をしている人は非常にすくない。

(1999年調査)

合計

21.ブラジノレ人が経営する商居の利用状況
利用経験 利用経験

無回答 i仁kヨ 三ロt
あり なし

2111.8 9 
401 21 540 

レストラン
3.9 100.0 74.3 

60 445 35 540 
食材唐

11.1 82.4 6.5 
40 463 37 539 

雑貨庖
7.4 85.7 6.9 100.0 
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複数回答)

データ数

465 

1999年の調査

24-1. 大泉町について感じていること

とても ある程度 あまりそう まったくそ
合計

そう思う そう思う 思わない う思わない

住民間のまとまりが強い
47 246 197 26 516 

9.1 47.7 38.2 5.0 100.。
新しく来た人でもなじみ 22 288 170 33 513 

やすい 4.3 56.1 33.1 6.4 100.0 

昔からの文化・習慣を大
1368 5 

245 175 16 504 

切にする 48.6 34.7 3.2 100目O

住民同士の接点がない
28 149 290 38 505 

5.5 29.5 57.4 7.5 100.0 

昔から住んでいる人の意
21214 3 

188 193 17 512 

見が強い 36.7 37.7 3.3 100.0 

新しいものを積極的に取 24 177 267 
84.1 1 

509 

り入れる気風がある 4.7 34.8 52.5 100.0 

24-2. 大泉町について感じていること 0999年調査)

とても ある程度 あまりそう まったくそ
合計

そう思う そう思う 思わない う思わない

住民間のまとまりが強い
37 156 201 18 412 

9.0 37.9 48.8 4.4 100.。
新しく来た人でもなじみ 55 213 136 18 422 

やすい 13.0 50.5 32.2 4.3 100.0 

昔からの文化・習慣を大 57 161 170 24 412 

切にする 13.8 39.1 41.3 5.8 100.0 

新旧住民間の接点が見い 29 122 219 36 406 

だしにくい 7.1 30.0 53.9 8.9 100.0 

昔から住んでいる人の意 58 139 172 38 407 

見が強い 14.3 34.2 42.3 9.3 100.0 

※1999年の調査と比べて、 I(大泉町は)新しく来た人でもなじみやすい」という点に対して、否定的な考

えを持つ人が増えている。また、「昔から住んでいる人の意見が強い」という点については、逆に肯定的

な考えを持つ人が増えている。
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29.最終学歴

義(旧務制教高等育
高校(旧制中

専修学校
短大・

大学
学校、高等女

(専門学校)
高専

(大学院 その他 無回答 ム仁3、 呈ロi一
小学校を 学校、師範学 (旧制高

含む) 校を含む)
専門課程

校を含む)
を含む)

実数 62 240 76 55 98 1 8 540 
構成比
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